
レーザー光線を使った光の干渉と回折の実験
実験日 年 月 日（ ）気温 ℃

Ⅰ．実験の目的

(1)回折格子を使って，レーザー光線の波長を測定する。

(2)レーザー光線の波長からヤングの実験の干渉縞の間隔を予測し，確認する。

Ⅱ．準備

ヘリウムネオンガスレーザー（He － Ne GAS LEATHER），0.4mm バイスリット

回折格子（GLASS GRATING，500Per10mm）

Ⅲ実験

(1)レーザー光線の波長の測定

①測定方法

回折格子にレーザー光線を照射して明点の間隔Δ x を測定し，波長を計算する。

②測定原理 （ に式を書きなさい）

m=0 m=1 m=2

経路差＝ dsin θ 経路差＝０ 経路差＝λ 経路差＝ 2 λ

≒ dtan θ ↓ ↓

xm x １ x ２
＝ d d ＝λ d ＝２λ

L L L

・m=2 と m=1 の差をとると。 Δｘ＝ ……①

Δ x ＝ x1 であることに気が付いたかな！

・①式を変形して λ ＝ ……②

③実験 次の値を実測して，波長λを求めよ。

単位

・格子定数 d ＝ [ ]

・明点の間隔Δ x ＝ [ ] 実測

・ｽｸﾘｰﾝまでの距離 L ＝ [ ] 実測

レーザー光線の波長λ＝ [ ]……③
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(2)ヤングの実験で明線の間隔を計算し，実測値と比較する。

実験(1)で求めたレーザー光の波長を用いて，ヤングの実験で生じる干渉模様の明線の

間隔を計算する。次に実際にヤングの実験を行い明線の間隔を測定し計算値と比較する。

①測定原理

経路差＝｜ １－ ２｜ m=0 m=1 m=2

＝ dsin θ ｜ １－ ２｜=0 ｜ １－ ２｜=λ ｜ １－ ２｜=２λ

≒ dtan θ ↓ ↓

xm x1 x2
＝ d d ＝λ d ＝２λ

L L L

・m=2 と m=1 の差をとると。 Δｘ＝ ……④

Δ x ＝ x1 であることに気が付いたかな！

②明線の間隔 Δ x の計算

・スリット間隔 d ＝ ０．４０ [ mm ] 計算は m 単位で！

・ｽｸﾘｰﾝまでの距離 L ＝ [ ] 実測する！

・レーザー光の波長λ＝ [ ]……③より

以上の数値を用いて計算すると

Δｘ＝ ……④

③Δ x の測定 (実際に測定した値を記入する)

Δｘ＝ ……⑤

Ⅳまとめ

(1)回折格子を使った干渉とヤングの実験で得られる干渉模様の違いを示し，そのようになる

理由を説明しなさい

(2)図 2 において経路差の近似式で tan θ＝ xm ／ L とできる理由を実験装置の配置状況か

ら説明しなさい。
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